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第１ 環境教育・学習の推進 

 ①学校における環境教育の推進   

 ■授業、クラブ活動等での環境教育への取り組み 

 学習指導要領の趣旨に沿って、環境教育が推進されるよう指導しました。 

 ■教員向け手引書等の指導書の開発・作成・提供 

 小・中・高等学校で環境教育が推進されるよう「環境にやさしい暮らしと社会を求めて」、「環境教育

プログラム集－地球はみんなの運動場」「ＥＣＯＰＡＬ探検隊－環境にやさしい学校生活推進の手引き」

等の学校向け手引書の活用を環境教育・学習担当者に指導しました。 

 ■教員等の環境教育指導者としての養成、研修の実施 

 環境教育についての研修会を小・中・高等学校それぞれの教員を対象に実施しました。 

 ■体験型学習施設等の活用等の校外における取り組み 

 自然の中での宿泊を伴う団体生活及び野外活動を通じて心身ともに健全な少年の育成を図るため、府立

少年自然の家（貝塚市）において、小・中・高等学校、養護教育諸学校の児童・生徒の利用に供しました。 

 また、環境教育の視点を取り入れた「小学生の野外教室」等の主催事業を実施しました。 

  

 ②社会における自主的な環境学習への支援 

 ■環境活動リーダーの支援 

 地域で環境保全活動に取り組む団体が、活動内容をより充実、発展できるよう、リーダー層を対象に

「環境活動リーダー支援講習」を実施しました。 

 ■環境に関する関心や知識、活動の程度に応じた多様な啓発・研修の実施 

 環境省の委託を受け、府内の環境学習拠点施設や小学校において、こどもエコクラブ活動を促進するこ

とを目的に、環境学習講座を開催しました。また、｢子どもの水辺｣再発見プロジェクト指定地の貝塚市近

木川を活用し、水辺の環境を考える機会となる生き物観察会や発表会を実施しました。 

 ■啓発や学習、実践活動に必要な資材の提供 

 主に小学校での活用をねらいとして、環境啓発用ポスターを作成し、身近な環境問題について啓発を行

いました。 

 ■体験的環境学習のできる場の確保 

 環境省の「総合環境学習ゾーン・モデル事業」の対象ゾーンに選定され、府内の環境学習施設数か所

（公害監視センター等）において、整備された学習資材や情報ネットワークを活用し、体験的な環境学習

活動を推進しました。 

 府民が環境学習をより効率的に実施するために役立つ情報提供の場として、「大阪府環境情報コー

ナー」の活用を行いました。 

第３節 自主的な活動の促進 
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 ■実践活動、施設、人材等の情報の収集・提供 

 「大阪府環境情報コーナー」で収集したビデオ、文献を活用した情報の提供はもとより、パソコン等を

活用し、環境教育事業、啓発事業、施設等の情報提供を行いました。 

 ■各種月間行事、啓発、イベントに対する参加の促進 

 「環境の日」の６月５日を含む毎年６月を「環境月間」とし、広く府民、事業者等に対して環境問題に

関する意識の向上を図るため環境啓発行事を実施していますが、平成12年度においては環境月間のメイン

行事として「グリーン購入が社会を変える」を開催したのをはじめ、グリーン購入キャンペーン等の行事

を実施しました。 

 ■効果的な環境教育手法等に関する調査研究 

 環境教育を実践する上で効果的な手法の検討や情報収集を行うため、身近な地域を使った環境学習プロ

グラムを試行しました。 

 ■こどもエコクラブ活動の支援 

 大阪府内で活動している「こどもエコクラブ」を対象として、平成12年11月５日に、身近な地域を題材

にした環境学習プログラムの普及啓発を兼ねた｢こどもエコクラブ交流会｣を実施しました。 

 

 ③推進体制づくり   

 ■豊かな環境づくり大阪府民会議の場の活用 

 府、市町村、事業者、府民及び民間団体等が協働して地球環境保全に取り組むため、平成12年６月「豊

かな環境づくり大阪行動計画－地球環境を守る大阪府民のローカルアジェンダ21－」を改定し、府民、事

業者、行政相互の連携強化や情報交流を図りました。 

 

第２ 自主的な活動の支援 

 ①推進体制の整備   

 ■豊かな環境づくり大阪府民会議の運営 

 「豊かな環境づくり大阪府民会議」において平成12年６月に改定した「豊かな環境づくり大阪行動計

画」に基づき、情報提供や意見交換のできる環境ホームページ「かんきょう交流ルーム」の運営をはじめ、

情報誌「かんきょう夢ひろば（第８・９号）」の発行や「グリーン購入が社会を変える」の開催等、構成

団体間の情報交換や交流を促進しました。 

  

 ②活動基盤の充実   

 ■大阪府環境保全基金、大阪府みどりの基金の充実 

 大阪府環境保全基金を運営し、環境教育や地域における環境保全活動の支援等、府民の自主的な環境保

全活動を推進しました。 

 大阪府みどりの基金を運営し、緑化の推進及び良好な自然環境の保全を図ったほか、（財）大阪みどり

のトラスト協会の事業活動に助成しました。 

 



 

 －57－

 ■奨励制度の充実 

 企画内容が創造的で他の団体を先導することが期待される豊かな環境づくりに向けた民間団体の活動を

奨励するため、「大阪府環境保全活動補助事業」として、７団体に補助金を交付しました。 

 また、他の模範となる豊かな環境づくりに向けた活動に取り組み、顕著な功績のあった個人・団体又は

事業者を府民会議として顕彰する「おおさか環境賞」を２名､10団体、12社に授与しました｡ 

 ■環境情報提供施設の拡充 

 府民、事業者、民間団体の環境の保全と創造に関する自主的な取り組みを支援するため、「大阪府環境

情報コーナー」において、環境に関する図書、資料、ビデオ等の環境情報を収集整理して、閲覧･貸出を

行いました。 

 


